
文教警察委員会会議記録

文教警察委員長 元吉 俊博

１ 日 時

平成３０年３月２６日（月） 午後１時５７分から

午後３時５９分まで

２ 場 所

第２委員会室

３ 出席した委員の氏名

元吉俊博、吉冨英三郎、森誠一、鴛海豊、阿部英仁、藤田正道、馬場林

４ 欠席した委員の氏名

な し

５ 出席した委員外議員の氏名

大友栄二、木田昇、小嶋秀行、平岩純子

６ 出席した執行部関係者の職・氏名

教育長 工藤利明、警察本部長 太刀川浩一 ほか関係者

７ 会議に付した事件の件名

別紙次第のとおり

８ 会議の概要及び結果

（１）第１号議案のうち本委員会関係部分、第５１号議案及び第５２号議案については、可決

すべきものといずれも全会一致をもって決定した。

（２）第１９号議案及び第２２号議案については、可決すべきものと総務企画委員会に回答す

ることをいずれも全会一致をもって決定した。

（３）香川県との共同運航実習船の船名等について、県立高校の推薦入学者選抜の見直しにつ

いて、平成２９年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果及び平成２９年度大分県児

童生徒の体力・運動能力等調査結果について、執行部から報告を受けた。

９ その他必要な事項

な し

１０ 担当書記

議事課委員会班 主任 木付浩介

政策調査課調査広報班 主査 後藤仁美



文教警察委員会次第

日時：平成３０年３月２６日（月）１４：００～

場所：第２委員会室

１ 開 会

２ 警察本部関係 １４：００～１５：００

（１）合い議案件の審査

第 １９号議案 職員の特殊勤務手当支給条例の一部改正について

第 ２２号議案 大分県使用料及び手数料条例の一部改正について

（２）付託案件の審査

第 １号議案 平成３０年度大分県一般会計予算（本委員会関係部分）

第 ５２号議案 大分県迷惑行為防止条例の一部改正について

（３）その他

３ 教育委員会関係 １５：００～１６：３０

（１）付託案件の審査

第 １号議案 平成３０年度大分県一般会計予算（本委員会関係部分）

第 ５１号議案 平成３０年度における県立スポーツ施設建設事業に要する経費の市町

村負担について

（２）諸般の報告

①香川県との共同運航実習船の船名等について

②県立高校の推薦入学者選抜の見直しについて

③平成２９年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果及び平成２９年度大分県児童

生徒の体力・運動能力等調査結果について

（３）その他

４ 協議事項 １６：３０～１６：４０

（１）その他

５ 閉 会
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別 紙

会議の概要及び結果

ただいまから、文教警察委員会を元吉委員長

開きます。

なお、審査の都合上、予算特別委員会の分科

会も兼ねておりますので御了承願います。

本日は、委員外議員として大友議員、木田議

員、小嶋議員、平岩議員に出席いただいており

ます。

委員外議員の方が発言を希望する場合は、委

員の質疑の終了後に挙手し、私から指名を受け

た後、長時間にわたらないよう、要点を簡潔に

御発言願います。

審査に入る前に、警察本部から発言の申出が

ありますので、これを許します。

元吉委員長をはじめ、文教太刀川警察本部長

警察委員、それから委員外議員の皆さまには、

平素から、特にこの１年は警察行政万般にわた

って御懇篤なる御指導を賜っておりまして、誠

にありがとうございます。

今日は、文教警察委員会の今年度最後の日と

いうことでございまして、執行部側から多数の

議題について御説明をさせていただく予定とし

ております。時間も限られている中で、誠に恐

縮ではございますが、冒頭発言をする機会をお

許しいただきましたこと、お礼を申し上げます。

それは、前回この委員会でも少し申し上げま

した警察官による盗撮等の行為の事案のことで

ございます。その後、我々において調査、捜査

を尽くしましたところ、この盗撮のほかに窃盗、

それから異性との不適切交際、こういったこと

も明らかになりました。証拠も整ったところで

ございますので、先週、刑事事件としては検察

庁に送付をし、それから、免職の行政処分も実

施しております。その事案概要、それから処分

結果については、後ほど警務部長から御説明を

いたします。

本件については、警察官としての適格性を著

しく欠いた極めて恥ずべき行為でございまして、

迷惑行為の被害者、それから県民の皆さまに深

くおわびを申し上げますとともに、文教警察委

員の、それから委員外の議員の皆さまにも、こ

の間多大なる御憂慮をいただいておりますこと、

誠に心苦しく存じております。

この上は、県警察職員一丸となって職務に精

励し仕事で成果を上げ、県民の皆さまからの負

託に応えて、その信頼を回復していくよう全力

を尽くしてまいりますので、今後とも御指導賜

りますよう、どうぞよろしくお願い申し上げま

す。

私から、事案概要と処分結果に加門警務部長

つきまして御説明いたします。

本年１月上旬、大分市内の商業施設において、

スマートフォンでスカート内を盗撮したことが

発覚いたしました臼杵津久見警察署の３０歳代

の巡査部長について捜査、調査を行いました。

その結果、本盗撮事案を含む女性３名に対し、

スマートフォンでスカート内を盗撮していたこ

と、平成２８年１１月上旬及び平成２９年１０

月中旬の２回、臼杵津久見警察署内において、

主にアダルト動画が記録されたＣＤ－Ｒ等の記

録媒体、これは刑事手続上は不要なもので廃棄

予定のものでございましたが、これを廃棄する

ことなく持ち帰ることで窃取をしていたこと、

既婚者でありながら不適切な異性交際をしてい

たことが判明いたしました。

県警は、当該警察官１名を免職の懲戒処分に

するとともに、大分県迷惑行為防止条例違反と

窃盗の事実で大分地方検察庁に送致いたしまし

た。また、監督者である臼杵津久見警察署長な

ど上司４名について、本部長から注意するなど

の措置を行いました。

この件について、質疑、御意見は元吉委員長

ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

別に質疑はないんですけども、本元吉委員長

当に警察業務そのものは非常に成績がいい状況

の中で、こういう不祥事が連続して行われると
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いうことで大変憂慮いたしておりますし、早く

県民の信頼も回復していただきたいと思います。

大きな組織でございますし、公務員の中でも、

特に警察官には県民の目も厳しいし、また模範

たる立場だということで、確かに他の職務に比

べてストレスが非常にたまるという事実もあろ

うかと思いますけれども、ここは本部長をはじ

め幹部の皆さん方、また出先の署の機関、本当

に一丸となって不祥事の撲滅に全力をあげてい

ただきたいなと強く要望しておきますので、よ

ろしくお願いいたします。

それでは、これより審査に入ります。

本日審査いただく案件は、今回付託を受けま

した議案３件及び総務企画委員会から合い議の

ありました議案２件であります。

この際、案件全部を一括議題とし、これより

警察本部関係の審査を行います。

まず、総務企画委員会から合い議のあった第

１９号議案職員の特殊勤務手当支給条例の一部

改正についてのうち、警察本部関係部分につい

て執行部の説明を求めます。

第１９号議案職員の特殊勤務手加門警務部長

当支給条例の一部改正について御説明申し上げ

ます。

文教警察委員会説明資料の１ページをお開き

願います。

まず、１の改正理由についてであります。

職員の特殊勤務手当については国や各県との

均衡を考慮して条例で定めておりますが、国が

東日本大震災のような特定大規模災害や原子力

災害に対処するための職員の特殊勤務手当の特

例を新設したことから、本県においても国に準

じて同様の特例を新たに定めるものであります。

次に、２の改正内容についてであります。

まず、（１）の東日本大震災以外の特定大規

模災害等に対処するための特殊勤務手当の特例

の新設の、①特定大規模災害に対処するための

手当加算の新設についてであります。

①の下の表の左側にありますように、現行制

度では、知事部局の職員が、重大な災害が発生

した場合等において、巡回監視や応急作業等を

行った場合や警察職員が遭難者等の捜索救助作

業を行った場合は特殊勤務手当が支給されてお

ります。

今回の改正では、表の右側にありますように、

東日本大震災のような著しく異常かつ激甚な特

定大規模災害が発生した場合においては、災害

応急作業等や捜索救助作業に引き続き５日以上

従事した場合は、手当額の１００分の１００以

内の額を加算できることとするものです。

次に、②の原子力災害に対処するための特殊

勤務手当の特例の新設についてであります。

原子力事業所において原子力災害が発生した

場合に、職員が当該事業所の敷地内又は警戒区

域や帰還困難区域等の一定の区域内で作業を行

った場合に、特殊勤務手当を支給することとす

るものです。

②の下の表にありますように、原子力災害が

発生した原子力事業所の敷地内のうち、原子炉

建屋内での作業にあっては４万円以内、それ以

外の場所での作業にあっては２万円以内、一定

の区域内での作業にあっては１万円以内を支給

することとしております。

次に、（２）のその他の規定の整備について

であります。

東日本大震災に対処するための警察職員の特

殊勤務手当について、福島第一原発事故に係る

区域の見直しにより、支給対象区域となってい

た警戒区域や計画的避難区域の設定がなくなっ

たこと等に伴う規定の整備を行うものです。

最後に、３の施行期日については、規定の整

備を除き平成３０年４月１日から施行したいと

考えております。

以上で説明は終わりました。元吉委員長

質疑、御意見はありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

別に御質疑等もないので、これよ元吉委員長

り採決いたします。

本案のうち本委員会関係部分については、原

案のとおり可決すべきものと総務企画委員会に

回答することに、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本案のうち本元吉委員長

委員会関係部分については、原案のとおり可決
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すべきものと総務企画委員会に回答することに

決定いたしました。

次に、同じく総務企画委員会から合い議のあ

った第２２号議案大分県使用料及び手数料条例

の一部改正についてのうち、警察本部関係部分

について執行部の説明を求めます。

第２２号議案大分県使用料及び渡邉交通部長

手数料条例の一部改正についてのうち、交通部

関係について御説明いたします。

最初に、運転免許関係事務手数料の改正につ

いて御説明いたします。

４月１日から、道路交通法施行令に定める、

運転免許等に関する手数料金額の標準が改定さ

れることに伴い、条例に定める運転免許関係事

務手数料について所要の改正を行うものです。

法令で定める金額の標準につきましては、３

年ごとに見直しを行っており、平成２９年度が

見直し年度にあたります。

手数料の標準額につきましては、昨年４月に

警察庁が標準額算定のための全国調査を実施し、

その内容を踏まえて項目ごとに標準額を決定し

ているもので、手数料の額は全国統一価格とな

っています。

それでは、文教警察委員会説明資料の２ペー

ジをお開きください。

今回の改正では、試験、検査、交付、更新及

び講習に係る運転免許関係事務手数料１５５項

目のうち、全体の約４割にあたる６１項目につ

いて増額、約３割にあたる４４項目について減

額の見直しとなっております。

続きまして、自動車運転代行業関係事務及び

放置駐車対策関係事務に係る手数料の改正につ

いて御説明いたします。

説明資料の１０ページをお開きください。

地方公共団体の手数料の標準に関する政令に

定める手数料金額の標準が改定されることに伴

い、条例に定める同事務手数料について所要の

改正を行うものです。

自動車運転代行業関係の２項目及び放置駐車

対策関係事務の１項目については、いずれも減

額の見直しとなっております。

引き続き、第２２号議案大江熊生活安全部長

分県使用料及び手数料条例の一部改正について

の生活安全部関係について御説明させていただ

きます。

お手元の文教警察委員会説明資料１１ページ、

大分県使用料及び手数料条例改正一覧表をお開

きください。

交通部長の説明と同様に、見直しが行われた

政令の標準額に準じて大分県使用料及び手数料

条例の改正を行うものです。

資料にありますように、生活安全部関係で手

数料が改正されるのは、風俗営業等の規制及び

業務の適正化等に関する法律など７法律、１３

事務に関するものです。

増額となる事務が、真ん中あたりに記載の核

汚染物質の運搬証明書の書換え、その下の国内

で開催される国際規模の射撃大会に参加する外

国人に対する銃砲の許可で同時に２丁目以降の

許可申請、一番下の探偵業法の二つ、探偵業の

届出があったことを証する書面の交付、探偵業

の届出があったことを証する書面の再交付の四

つで、ほかは減額となります。

増額となる事務については、それぞれの関係

機関への照会及び審査に要する所要時間が増加

していること等を要因としています。

改正概要は以上のとおりですが、施行期日に

つきましては、政令の施行日にあわせまして４

月１日にしたいと考えおりますので、御審議の

ほどよろしくお願い申し上げます。

以上で説明は終わりました。元吉委員長

質疑、御意見はありませんか。

１０ページにある放置駐車対策関係阿部委員

事務の駐車監視員資格者証について、初めて聞

くのでちょっと説明してもらえますか。

今、駐車監視員制度ということ渡邉交通部長

で、放置駐車に関しては民間委託をしておりま

す。実際にその駐車違反標章という事務を取り

扱う者は資格が必要になっておりまして、その

資格の認定を行う手数料ということになります。

放置車両とはちょっと違うんですか。阿部委員

放置車両を取締る監視員はおるんですか。

平成１８年の法改正で、い渡邉交通指導課長

わゆる放置駐車車両に対する取締りにつきまし
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ては、民間委託を行うことになりました。

大分県につきましては、大分中央警察署管内

のみで、放置車両の確認及び標章の取付けに関

する事務も委託しております。

今回のあれは、駐車監視員資格者証を交付し

ますが、その再交付の手数料が減額になると。

例えば、再交付するために１，８０阿部委員

０円は誰が出すんですか。民間の委託された方

が出すの。

そうです。今、駐車監視員渡邉交通指導課長

は６名おります。資格を受けた者は１１０名ほ

ど県内におるんですけど、その者が講習手数料

を。

なぜこれを聞いたかと言うと、私は阿部委員

大分市なんです。最近は余り見ないんですけど、

大分川だとか、ああいう河川敷に放置車両が結

構あったんですよね。かつてはそういうところ

とか、団地の空き地だとか、駐車場とか、多分

ナンバーは付いていると思うんですけど所有者

が分からないということも随分あり、この対策

に非常に頭を悩ませたときがあるんです。今は

余り大分市内でも聞きませんか、放置車両とい

うのは。

放置車両という意味は、い渡邉交通指導課長

わゆる駐車違反車両なんですね。運転手が車を

離れ直ちに運転できない状態、それを放置車両

と。ですから、単純にナンバーがないとかじゃ

なく、どこかその辺の駐車違反同様に運転者が

いない車両、いわゆる駐車違反車両を放置駐車

と呼んでいるんですが、その取締りを監視員が

中央警察署管内の一部で行っております。

その他の地域は警察官が取締りを行っており

ます。

意味合いが違うわけですね。ナンバ阿部委員

ーのない車とは違うと。

中央署管内の中心部だけで、渡邉交通指導課長

その他は警察官が放置車両と言いますか、駐車

違反車両は取締りを行っております。

その事例があったときは、また聞か阿部委員

せていただきます。

ほかに御質疑等もないので、これ元吉委員長

より採決いたします。

本案のうち本委員会関係部分については、原

案のとおり可決すべきものと総務企画委員会に

回答することに、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本案のうち本元吉委員長

委員会関係部分については、原案のとおり可決

すべきものと総務企画委員会に回答することに

決定いたしました。

以上で、合い議案件の審査を終わります。

続いて、付託案件の審査を行います。

第１号議案平成３０年度大分県一般会計予算

のうち警察本部関係部分について、執行部の説

明を求めます。

第１号議案平成３０年度大分県加門警務部長

一般会計予算のうち警察本部関係につきまして

御説明いたします。

お手元の大分県議会定例会議案の１３ページ

をお開きください。

第９款警察費の総額は２７４億９，３５６万

２千円でございます。

項別では、第１項警察管理費が２６２億２，

０６０万２千円、第２項警察活動費が１２億７，

２９６万円でございます。

先般の予算特別委員会では、創生前進枠事業

及び主要事業等について本部長から御説明申し

上げましたので、それ以外の主な事業について

御説明いたします。

別冊の平成３０年度予算に関する説明書の４

２５ページをお開きください。

目ごとに御説明いたします。

第１項警察管理費第１目公安委員会費は８１

４万３千円でございます。

このうち、中ほどの事業名欄に記載の委員報

酬６７８万円につきましては、公安委員３人の

報酬でございます。

その下の公安委員会運営費１３６万３千円に

つきましては、公安委員及び事務局職員の旅費

など公安委員会の運営に要する経費でございま

す。

第２目警察本部費は２２６億４，０９５万１

千円でございます。

次の４２６ページをお開きください。
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中ほどの事業名欄、上から二つ目の警察運営

費１５億４，９７９万７千円につきましては、

一番右の説明欄に記載のとおり、各団体が実施

する事業への補助金、児童手当、警察職員貸与

被服調製費。次の４２７ページの説明欄一番上

は、赴任旅費や庁舎の光熱水費等が計上されて

おります警察運営諸費等でございます。

第３目装備費は３億７，４６９万２千円でご

ざいます。

一番右の説明欄に記載のヘリコプター資機材

等整備事業費１億１，７２０万１千円につきま

しては、ヘリコプターの特別点検等に要する経

費でございます。

以下、車両・警察官装備貸与品等維持修繕費、

車両等燃料費、装備備品購入費等でございます。

次の４２８ページをお開きください。

第４目警察施設費は２５億７，２７３万円で

ございます。

中ほどの事業名欄、上から二つ目の交番・駐

在所建設費１億３，４９２万６千円につきまし

ては、大分南警察署管内の挾間、石城川の２駐

在所を統合し新たに交番を設置するため、平成

３０年度は用地の取得及び設計等を行い、平成

３１年度に建設を行いたいと考えております。

また、老朽化した佐伯警察署の上浦駐在所、

臼杵津久見警察署の野津市駐在所と徳浦駐在所

の３か所の建て替えを行うものでございます。

次の４２９ページを御覧ください。

事業名欄一番上の警察施設改修費２，８２８

万１千円につきましては、臼杵津久見警察署の

駐車場の舗装改修工事など経年劣化が著しい警

察施設の改修を行うものでございます。

三つ飛ばしまして、交通安全施設維持管理費

３億７，４４４万２千円につきましては、交通

信号機等の電気料、回線専用料及び保守管理委

託料など交通安全施設の維持管理等に要する経

費でございます。

その下の警察庁舎等維持修繕費３，７３１万

８千円につきましては、警察庁舎等の維持修繕

に要する経費でございます。

第５目運転免許費は５億８，４６２万７千円

でございます。

一番右の説明欄に記載の認知症等早期発見支

援事業費８４８万３千円につきましては、高齢

者の交通事故防止を図るため、運転免許更新時

等に認知症等の運転者を早期に発見し、医療機

関への受診勧奨等など的確な対応を行えるよう、

３名の非常勤職員の保健師を運転免許センター

に継続配置するものでございます。

以下、更新時講習業務委託料、次の４３０ペ

ージ、説明欄一番上の処分者講習業務委託料等

でございます。

第６目恩給及退職年金費は３，９４５万９千

円でございます。

これは、昭和３７年１１月以前に退職した警

察職員及びその遺族合計４１人に対する恩給の

支給に要する経費でございます。

４３２ページをお開きください。

第２項警察活動費第１目警察活動費は１２億

７，２９６万円でございます。

このうち、中ほどの事業名欄に記載の一般警

察活動費は５億８３６万５千円でございます。

一番右の説明欄、上から三つ目の子供見守り

街頭防犯カメラ設置支援事業費５００万円につ

きましては、安全で安心な暮らしを守るため、

自治会や自主防犯団体等が子どもの通学路等に

防犯カメラを設置する場合に、１団体５０万円

を限度にその所要額の２分の１を補助するもの

でございます。

その下の防犯ボランティア連携強化事業費２

５１万７千円につきましては、防犯ボランティ

ア団体の活動の充実と次世代ボランティアの確

保を図るものでございます。

その下の地域防犯力強化育成事業費２，０３

７万５千円につきましては、児童生徒の非行防

止やいじめ事案の早期発見・被害拡大防止等の

対策の充実を図るため、県内８ブロックの拠点

警察署にスクールサポーター８名の継続配置等

を行うものでございます。

その下の空き交番・県民安全相談対策事業費

６，４００万８千円につきましては、空き交番

の解消とパトロールの強化を図るため交番相談

員２０名を、また、警察安全相談への迅速・的

確な対応を図るため警察安全相談員８名をそれ
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ぞれ継続配置するものでございます。

一つ飛ばしまして、被害者支援事業費７２２

万９千円につきましては、公益社団法人大分被

害者支援センターに相談・支援事業及び講演会

等の開催事業を委託するものでございます。

次の４３３ページを御覧ください。

以下、説明欄一番上の電話専用料等通信運搬

費、その下の旅費、留置人賄料等でございます。

次に、中ほどの事業名欄に記載の刑事警察費

は、２億６，２４６万２千円でございます。

一番右の説明欄、上から五つ目の捜査支援シ

ステム整備事業費６，０８１万３千円につきま

しては、通過する自動車のナンバーを自動的に

読み取り、手配車両のナンバーと照合する自動

車ナンバー自動読取システムの機器リース料及

び回線料等の維持管理に要する経費でございま

す。

その下の少年非行防止活動推進事業費７３４

万４千円につきましては、少年補導員等の活動

等に要する経費でございます。

以下、報償費、捜査、防犯、鑑識等旅費等で

ございます。

次に、中ほどの事業名欄に記載の交通指導取

締費は５億２１３万３千円でございます。

一番右の説明欄、下から二つ目の１１０番通

信指令システム管理事業費１億４，８８８万１

千円につきましては、現システムのリース料及

び次期システムの整備に向けた設計委託料でご

ざいます。

次の４３４ページをお開きください。

説明欄一番上の交通事故抑止強化対策推進費

６８５万９千円につきましては、高齢歩行者へ

の反射材の配布や若年運転者に対する体験型講

習等を行うものでございます。

その下の自動車保管場所申請ワンストップサ

ービス推進事業費４，１７７万８千円につきま

しては、自動車購入時に必要な行政機関への各

種手続をインターネットで行うワンストップサ

ービス・システムの機器リース料及び回線料等

の維持管理に要する経費でございます。

その下の違法駐車対策推進事業費４，３７７

万１千円につきましては、放置駐車違反管理シ

ステム機器等の借り上げ並びに放置駐車違反車

両の確認及び確認標章の取付けに関する事務の

委託等に要する経費でございます。

以下、報償費、旅費等でございます。

御審議のほどよろしくお願いいたします。

以上で説明は終わりました。元吉委員長

質疑、御意見はありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

別に御質疑等もないようですので、元吉委員長

これで質疑を終わります。

なお、採決は教育委員会の審査の際に一括し

て行います。

次に、第５２号議案大分県迷惑行為防止条例

の一部改正について執行部の説明を求めます。

第５２号議案大分県迷惑行江熊生活安全部長

為防止条例の一部改正について御説明いたしま

す。文教警察委員会説明資料の１２ページを御

覧ください。

大分県迷惑行為防止条例の目的は、県民や滞

在者に対する暴力的不良行為を防止し、その平

穏な生活を保持することにあります。

今回、この規定の中で第３条の卑わいな行為

の禁止、第１０条の嫌がらせ行為の禁止、それ

に第１１条の罰則について一部改正を考えてい

ます。

次に改正の背景です。第３条では、下着や裸

などの盗撮を規制しています。

近年、スマートフォンの急速な普及や写真機

等の小型・高性能化により、子どもや女性を狙

った下着等の盗撮が増加し、その内容も悪質・

巧妙化しています。

また、第１０条では嫌がらせ行為を規制して

いますが、近年、住民意識の変化やＳＮＳ等の

普及により、近隣トラブルの増加やＳＮＳ等の

ネットを通じた嫌がらせなどが発生しています。

これら盗撮行為や嫌がらせ行為に対して、現

行条例では十分な対応ができていない状況が発

生しています。

また、県民意見募集結果においても盗撮に対

する規制強化を望む声は多く、また、新たな手

段による嫌がらせ行為の規制も必要との声が上

がっています。
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こうした事案を未然に防止し県民生活の平穏

を守るためにも、今回条例の一部改正を行うも

のです。

改正点を具体的に説明します。裏面の１３ペ

ージを御覧ください。

まず、上半分の第３条の盗撮関係について御

説明します。

盗撮に関しては規制行為と規制場所の改正を

予定しています。

まず、左側の規制行為ですが、これまでの規

制行為は、下着や裸等ののぞき見と撮影に限定

されていました。撮影というのは画像や動画を

記録することですので、現行では仮に盗撮目的

でカメラをスカートの下に差し込んだり、ある

いはトイレなどに隠して設置したりしても、実

際に下着や裸等が写ってなければ盗撮として処

罰することができませんでした。

しかし、これらの行為は既に盗撮に着手して

いる行為であり、被害者からしても恥ずかしく

不安を覚える行為にほかなりません。そこで、

改正により、盗撮目的で写真機等を下着や裸に

向ける行為や設置する行為を規制するものです。

次に、右側の規制場所についてです。盗撮の

規制場所は、現行では、公共の場所又は公共の

乗り物あるいは公衆が衣服を脱いだりする場所

のみでした。つまり、路上や公園などの公の場

所や公衆が利用できる公衆浴場や公衆便所等に

限られていました。

しかしながら、こうした場所にあたらない会

社事務所や学校でも下着等の盗撮事案は発生し

ていますし、住居あるいは会社や学校などの便

所や更衣室等でも裸などの盗撮行為は発生して

おり、現行条例ではこれら場所での盗撮事案に

対応できていません。女性や子どもの安全を守

るためにも、こうした場にも規制場所を拡大す

るものです。

次に、資料の下半分の第１０条嫌がらせ行為

の禁止関係です。

条例ではつきまといや無言電話など８類型の

嫌がらせ行為を規制しています。一方、同じ行

為をストーカー規制法でも規制していますが、

ストーカー規制法は恋愛感情のもつれに起因す

る場合であるのに対し、条例ではそれ以外の理

由、例えば、近隣住民や会社、学校でのトラブ

ルなどから行われる場合を規制しています。

このストーカー規制法が一部改正され、新た

な規制行為が追加されました。それら行為につ

いては恋愛感情のもつれ以外でも多くの相談が

警察に寄せられており、今回、条例でも規制行

為として整備するものです。

具体的には、第１号の禁止行為に住居等の付

近をみだりにうろつく行為を追加します。

また、第５号の無言電話等の手段・方法にＳ

ＮＳを用いたメッセージ送信や相手のブログ等

への書き込み行為等を追加します。

また、第８号では、被害者の性的羞恥心を害

する画像等を電子メールで送信することやイン

ターネット上に掲載する行為等を明記します。

これについては現行でも禁止行為として解釈さ

れていますが、明確にするため規定の文言に盛

り込むものです。

最後に資料の右下にあります罰則の関係です。

第１０条の嫌がらせ行為について、重大事案

への発展を防止するため常習者にはより重い罰

則を設けます。

以上で説明は終わりました。元吉委員長

質疑、御意見はありませんか。

卑わいな行為のところの写真機を入馬場委員

れるとかいうのは、そういう事案がかなり増え

ているというのと、いろんな面で規制をという

のは必要だと思うんですけれども、つきまとい

行為のところで、みだりにうろつく行為という

のが加わったということで、その判断基準とい

うのは、さきほど恋愛感情以外のものが対象と

いうことで、近隣住民とか学校でのトラブルだ

とかいうのが考えられるというお話だったんで

すけど、例えば届け出たデモとか、それから新

聞記者さんとか、そういうのまで範囲が広がる

んですか。

もちろん、これは特定の個江熊生活安全部長

人に対して行われるということを想定しており

ますので、委員がおっしゃったような行為は想

定はしておりません。例えば、市民活動とか、

記者の方が正当な目的で行うものとかについて
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はこれには該当しないということでございます。

（「分かりました」と言う者あり）

規制場所が今度網かけの部分まで拡藤田委員

大するということなんですけども、今までだと

網かけの場所で仮にそういう行為をしても法的

に規制をかけることはできなかった若しくは警

察の事件として取り上げることができなかった

ということでよろしいんでしょうか。

この場所において、例えば江熊生活安全部長

住居侵入にあたるとかいう場合もございますし、

軽犯罪法に触れるという場合もございます。

住居等をのぞき見した者、例えば軽犯罪法は

刑罰的にももちろん軽いものではありますけど、

同じのぞき見をして盗撮をする行為が他の場所

では迷惑防止条例という条例違反となってやや

重い罰則があるのに、住居等をそのような形で

盗撮しても「ない」ということでございますの

で。

学校の中でやっていたとかいうのは結構厳し

いものがあったとは思いますが、そのような住

居とかの場合につきましては、軽犯罪法とか他

の住居侵入とかになるところには刑罰法令を適

用できる場所もございました。

今回これを明確にすることによりまして、こ

こでは駄目でここではいいとかいうこともなく

なりますし、公にこのようになりましたとする

ことで、それを抑止すると言いますか、そのよ

うな効果も期待できると思っています。

屋上屋を重ねるような法令にはなっ藤田委員

ていないということでよろしいんですか。

いずれにしても取り締まれる現行の法令なり

条例なりがない部分に対して若しくは抑止する

ために、刑罰を強化するという意味で設置をし

ているとこちらの方で思っていればいいかとい

う確認です。

それで大体いいと思います。江熊生活安全部長

ほかに御質疑等もないので、これ元吉委員長

より採決いたします。

本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本案は原案の元吉委員長

とおり可決すべきものと決定いたしました。

これで付託案件の審査を終わります。

以上で予定の案件は終わりましたが、この際、

何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

別にないようですので、これをも元吉委員長

ちまして警察本部関係の審査を終わりますが、

ここで一言、私からお礼を申し上げます。

〔元吉委員長挨拶〕

〔太刀川警察本部長挨拶〕

ありがとうございました。元吉委員長

それでは最後に、この春で御退職される皆さ

んから一言お願いしたいと思います。

〔江熊生活安全部長挨拶〕

〔渡邉交通部長挨拶〕

〔工藤刑事企画課長挨拶〕

それでは、これをもちまして警察元吉委員長

本部関係の審査を終わります。

執行部はお疲れさまでした。

〔警察本部退室、教育委員会入室〕

これより、教育委員会関係の審査元吉委員長

を行います。

本日は、委員外議員として大友議員、木田議

員、小嶋議員、平岩議員に出席いただいており

ます。

それでは、第１号議案平成３０年度大分県一

般会計予算のうち教育委員会関係部分について、

執行部の説明を求めます。

私の方から一言、御挨拶を申し上工藤教育長

げます。

委員の皆さま方には、常日頃から教育行政の

振興にいろいろと御尽力をいただいております

ことを改めて感謝申し上げます。

本日の委員会では、議案２件、諸般の報告３

件について説明・報告をさせていただきます。

まず、第１号議案の平成３０年度大分県一般

会計予算の教育委員会関係部分の総括について

私から説明申し上げまして、その他の各事項に

ついては担当課室長から説明させていただきま

す。よろしくお願いします。
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それでは、第１号議案平成３０年度大分県一

般会計予算のうち教育委員会関係部分について

ですが、お手元の教育委員会予算概要をお願い

いたします。

予算概要の３ページをお開きください。

平成３０年度教育委員会予算でございます。

教育委員会の予算額は、左から２列目、予算

額（Ａ）欄の上から３段目にありますように１，

１６６億９，８１５万９千円です。

これを右から３列目の２９年度当初予算額

（Ｂ）欄と比較しますと、その右の欄にありま

すように２５億７，６６７万円、率にして２．

３％の増となっております。

続きまして、先日の予算特別委員会で説明し

た事業を除く主要な事業について、教育財務課

長より一括して説明させていただきます。

平成３０年度教育委員会予森﨑教育財務課長

算概要の３５ページをお開きください。

事業名欄上から２番目の公立高等学校等奨学

金給付事業費３億１，７７０万８千円です。

この事業は、高校生の授業料以外の教育費の

負担を軽減するため、非課税世帯を対象に返還

不要の奨学給付金を支給するものです。

３０年度は、通信制以外の公立高校等に通う

給付対象者のうち第１子の給付額を、これまで

の年額７万５，８００円から８万８００円に５

千円増額することとしています。

４０ページをお開きください。

事業名欄上から５番目のＩＣＴ活用教育推進

事業費５８７万２千円です。

この事業は、子どもたちの思考力・判断力・

表現力及び学びに向かう力の向上を図るため、

ＩＣＴを活用した小・中学生のプレゼンテーシ

ョンコンテストを実施するとともに、地理的要

因に関わらず、多様で専門性の高い教育を提供

できるよう、高等学校において遠隔授業の導入

研究を行うものです。

５５ページをお開きください。

事業名欄一番下のスクールソーシャルワーカ

ー活用不登校等対策事業費４，５５４万７千円

です。

この事業は、貧困など家庭環境に起因する不

登校等の未然防止・解決に向け、社会福祉士等

の資格を持つスクールソーシャルワーカーを配

置し、様々な課題を抱える児童生徒を早期に福

祉事務所などの関係機関につなぐ体制を充実・

強化するものですが、スクールソーシャルワー

カーを８名増員、大分市を除きまして、２９名

から３７名にいたします。そして県の計画を１

年前倒して全中学校区をカバーできる体制を整

備します。

５８ページをお開きください。

事業名欄上から２番目の学校防災教育推進事

業費のうち、右端、事業概要欄の一番下のポツ、

子どもの命を守る学校防災強化事業費３９７万

８千円です。

この事業は、学校職員全体の防災意識と知識

を高め、組織的な防災・減災活動の強化を図る

ため、東日本大震災や熊本地震等を教訓とした

実践的な防災教育を実施するものです。防災教

育を中核となって推進する教員を、新たに防災

教育コーディネーターと位置付け、防災士資格

を取得させることにより学校防災体制を強化し

ます。

６５ページをお開きください。

事業名欄一番上の特別支援学校就労支援事業

費２，８５３万５千円です。

この事業は、特別支援学校生徒の一般就労を

促進するため、職場開拓や企業とのマッチング

を行う就労支援アドバイザーを配置するととも

に、企業に特別支援学校の取組や生徒について

の理解を深めてもらうため、日頃の学習の成果

を発表するワーキングフェアなどを開催するも

のです。

６９ページをお開きください。

事業名欄一番上の高等学校学力向上推進事業

費８３４万７千円です。

この事業は、平成３３年度の大学入学者選抜

実施要項の見直しを見据え、生徒の学力向上に

向けた授業改善を推進するとともに、小・中・

高等学校を通じた一体的な指導体制の確立を図

るものです。

７２ページをお開きください。

事業名欄上から４番目の特別支援教育支援員



- 10 -

活用事業費１，１７５万９千円です。

この事業は、県立高校における特別支援教育

の充実を図るため、障がいのある生徒に対する

学習活動のサポートや日常生活の介助を行う特

別支援教育支援員を６校に配置するものです。

８１ページをお開きください。

事業名欄上から２番目の県民読書活動推進費

のうち、右端、事業概要欄の１ポツ目、読書だ

いすき大分っ子育成事業費５５０万８千円です。

この事業は、子どもの豊かな心の育成と学力

向上のため、子ども司書の養成や中学生による

ビブリオバトル大会の開催など、自主的に読書

に親しむ子どもを育成し、読書量の増加と読書

の質の向上を図るものです。

中学生の読書離れが課題となっていることか

ら、モデル校２校への朝読書セットの貸出しに

よる全校一斉読書の推進や作家の学校訪問など、

新たに中学生の読書活動を活性化させる取組を

推進します。

最後に９１ページをお開きください。

事業名欄下から２番目のおおいたの歴史・文

化魅力発信事業費１，０９８万９千円です。

この事業は、国民文化祭、全国障害者芸術・

文化祭の開催期間にあわせ、先哲史料館や埋蔵

文化財センターを中心に企画展などを開催する

ことにより、大分の豊かな歴史や文化の魅力を

県内外に発信するものです。

以上で、教育委員会の平成３０年度大分県一

般会計予算についての説明を終わります。

御審議のほどよろしくお願いします。

以上で説明は終わりました。元吉委員長

質疑、御意見はありませんか。

３５ページの公立高等学校等奨学金馬場委員

給付事業費について、返却不要の７万５，８０

０円が８万８００円にという提案がされたんで

すが、この給付を受ける生徒さんですね、この

事業が始まって何年かになると思うんですけど、

今、子どもの貧困率等がかなり上がってきてい

る部分もあります。何人ぐらいがこれを受ける

予定なのか、それは今まで増えてきているのか、

減ってきているのか、もし分かれば教えていた

だきたいと思います。

予想で３，４００人ぐらい。森﨑教育財務課長

パーセントでは１４％から１５％ぐらいの割合

になろうかと思います。

さきほど言いましたように、授業料は就学支

援金で本来実質無料になっています。それ以外

の授業料以外に支給すると。返還不要の給付金

という形になります。

人数的にはかなり増えてきているん馬場委員

ですか。

パーセント的には同じくら森﨑教育財務課長

い、１４％から１５％という感じです。

予算概要１００ページの学校保健費の森委員

中で、先日の予算特別委員会でも話が出た児童

・生徒の歯と口の健康促進事業費についてです。

予算特別委員会では歯切れが悪いというか、

最終的に今どういう取組がなされて、また成果

指標についてこれからどう見直そうとしている

かということについて、ちょっと言葉がはっき

りとしていなかった部分があったかと思うんで

すけども、今の時点で整理ができていれば、そ

の点教えていただきたいと思います。

来年度以降の歯と口の健康井上体育保健課長

に関する目標でございますが、県内の全小・中

学校の全学年でフッ化物洗口を実施するという

のが目標でございます。そういうふうに整理を

させていただきたいと。

その中で、３０年度は県内の全小学校、全学

年のフッ化物洗口導入計画を確定しまして、３

１年度には全小学校、全学年でのフッ化物洗口

を実施していくというのが小学校の目標であり

ます。あわせて中学校においては、３２年まで

に県内の全中学校、全学年でのフッ化物洗口を

実施していくと、そういったことを目標に整理

させていただきました。先日は大変失礼いたし

ました。

成果指標の見直しというか、検討をお森委員

願いしますということで、決算特別委員会のと

きもそういう話が出たと思うんですけど、それ

についてはどう考えますか。

これまでは成果指標を全市井上体育保健課長

町村への導入という形でやっておりましたが、

来年度以降は、目標を県内の全小・中学校、全
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学年のフッ化物洗口を実施するという指標に変

えていきたいと考えております。

これは学校保健費の中にあるので体育森委員

保健課所管になっているかと思うんですが、基

本的には小学校、中学校段階、やっぱり現場の

お話が主になるかと思うんです。２９年度当初

予算では、例えば、この学校保健費の中で、今、

学校安全・安心支援課に予算が一部移っている

部分があるかと思うんですけども、それと同じ

ように、今回、このフッ化物洗口の件に関して

は、体育保健課から現場の義務教育課に降ろす

とか、予算の組替えをするとか、所管を替える

とかいうことは考えられないのでしょうか。

３０年度の予算については、井上体育保健課長

予算概要にもありますように、体育保健課でこ

れまでどおり行っていきたいと思っております。

ただ、いろんな形で義務教育課とも連携をし

なくちゃ悪い部分もございますので、適宜その

辺は連携をしていきたいと思っているところで

ございます。

やはり義務教育課の現場ときちんと連森委員

携しながら、ぜひ進めていただきたいと思うの

と、今申し上げたように、昨年２９年度の予算

概要では学校保健費が１億６，７００万円、そ

の一部が学校安全・安心支援課に移っているか

と思います。そういった方向も含めて議論をお

願いしたいと思います。

国民文化祭に関することです。例え藤田委員

ば９１ページ、先哲史料館や埋蔵文化財センタ

ー、それから歴史博物館も含めてなんですけど

も、国民文化祭にあわせた特別の展示会なり、

イベントなりというものの予算がこの中に含ま

れているのかどうかをお伺いします。

９１ページのおおいたの歴史・佐藤文化課長

文化魅力発信事業費は、今お話がありましたよ

うに、国民文化祭、全国障害者芸術・文化祭の

開催にあわせて、先哲史料館において福沢諭吉

をはじめとする近代化に活躍した大分ゆかりの

先哲についての企画展、それから埋蔵文化財セ

ンターにおける大友宗麟について、茶道をはじ

めとする雅の世界を展示する企画展を開催し、

大分の歴史、文化の魅力を発信していきたいと

考えております。

あわせて、高校生茶道部による野点だったり、

若年層を呼び込むイベント等も同時開催しなが

ら、歴史好きだけでなくより多くの方々に御覧

になっていただけるような仕掛けをしていきた

いということで予算組みをさせていただいてお

ります。

あわせて歴史博物館は、この事業とは別に９

５ページ、右下の特別展開催事業費として福沢

諭吉を紹介する特別展の予算を出させていただ

いております。

先哲史料館と歴史博物館で連携して、福沢諭

吉を中心として新しい時代をもたらした先哲た

ちを多角的に紹介していきたいと考えておりま

す。

今年が国民文化祭で、来年がラグビ藤田委員

ーワールドカップで、海外、特に欧米、オセア

ニアからの誘客を促進しようという企画があっ

て、県内での回遊性、周遊も求めていく中で、

文化施設でありながらも海外の皆さんにも大分

あるいは日本の歴史文化を知っていただく貴重

な施設だと思うんですね。それに向けての施設

整備というのも今年度予算にもしかして入って

いるのかどうかというのをもう一度確認したい

と思います。

施設整備ということには直接は佐藤文化課長

なりませんが、いろいろなキャプションとかの

英語表記だったり、そういうものにつきまして

はこの予算建てとは違って、それぞれの中で準

備を進めていきたいと考えているところです。

ぜひ続けて、連動して効果的に整備藤田委員

ができるようによろしくお願いいたします。

さきほど森委員から出たんですけど。馬場委員

フッ化物洗口を推進する上で、２５年の１２月

に大分県の歯と口腔の健康づくり推進条例がで

きました。その逐条解説の中にそれぞれ進める

上での留意点等も含まれております。

例えば、実施する場合には、幼児、児童の個

々の体質を考慮する必要があることから、本人

や保護者に対して具体的な方法、期待される効

果、安全性及び懸念される事項について十分に

説明し同意を得て行うことということもありま
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すので、その辺十分留意してほしいなと思いま

す。

要望でいいですか。（「はい」と元吉委員長

言う者ものあり）

予算全般に関わってくること平岩委員外議員

になると思うんですけれども、働き方改革につ

いて、タイムレコーダーの導入とか、業務をサ

ポートしてくれる人を入れるとか、部活動の外

部指導の導入とか、そういうところに力を入れ

ていただいていますので、ぜひ、どのくらい長

時間労働をしているのかというのを明らかにし

て、それを少しでも改善できるようにやってい

っていただきたいと思います。

これは２日前に聞いたお話なんですけれども、

昨年、県南の方で５０代で亡くなった中学校教

員の子どもさんがお母さんに、「お父さんが死

んでも私の生活は何も変わらない。だって、お

父さんは私が寝てから帰ってきていたし、土曜

日も日曜日も家にいなかったから」と。これが

中学校の部活動の大なり小なりの実態なのかな

と私はすごく重く受け止めたんですね。

それは最悪の状態ですけれども、そういうこ

とが起きないように。子どもの目の前から教員

が死ぬ、親がいなくなるということは子どもに

大きな傷を負わせることにもなりますので、ぜ

ひこの働き方改革は教育長主導の下、何とか改

善していっていただきたいと切に願って意見と

して言わせていただきました。

４０ページの高等学校費でＩ小嶋委員外議員

ＣＴ活用教育推進事業がありますね。これは特

別で新規ですが、一番下の事業内容の遠隔授業

導入研究事業費はどのような内容を想定されて

いるのかだけお聞かせください。

遠隔交流授業ですね。例え森﨑教育財務課長

ば三重総合高校と大分商業高校でやったりとか、

あるいは小・中学校でも山の小・中学校と海の

小・中学校でやったりとか、あるいは海外の姉

妹校でやったりとか、今もやっています。

今回想定しているのは、久住校と三重総合高

校の本校、そこで機器を買って、例えば三重総

合高校の本校で大学の先生が講演をすると、そ

れを久住校でも聞けるようにと、そのようなも

のを例としては考えております。（「分かりま

した」と言う者あり）

読書量についてお尋ねします。木田委員外議員

読書で７００万円の事業が入っていると思う

んですが、スマホとかの関係で読書量が減って

いるんじゃないかという話を今回議会でしよう

と思ったら、ある文献でスマホの利用と読書量

は関係ないと主張されている学者がいらっしゃ

ったので今回言わなかったんですけども。

現状、子どもさんの読書量というのが以前と

比べてどの程度のものなのか、実際どの程度の

読書量なのか、小学校でも中学校でも高校でも

いいですが、分かっているものがあれば教えて

いただきたいと思います。

本を読まない中学生のデー阿南社会教育課長

タでよろしいでしょうか。（「はい」と言う者

あり）

１か月に１冊も本を読まない生徒の割合なん

ですけれども、大分県では平成２８年度が２１．

２％で２割ほどになっております。２９年度は

速報なんですけども１５．９％となっておりま

す。１か月に１冊も本を読まない生徒の割合は、

大体２割前後ということになります。

その量は２０年前とか３０年木田委員外議員

前と比べて多いのか少なくなっているのか、そ

こだけ教えてください。

中学生においては、２８年阿南社会教育課長

度までは１か月に１冊も本を読まない生徒の割

合は少しずつ増えてきておりました。

そこで、県としましては、ビブリオバトル大

会とか、本に興味を持ったり読書習慣が付くよ

うな施策を打って、２９年度は少し減ったとい

う状況があります。

昔は５割ぐらいだったとか、木田委員外議員

どうなんですかね。その辺は分からないですか

ね。

すみません。後でデータを阿南社会教育課長

お持ちします。２６年度は１７．８％、２７年

度は１７．３％、２８年度は２１．２％、２９

年度は１５．９％という状況になっております。

（「ありがとうございました」と言う者あり）

ほかに御質疑等もないので、これ元吉委員長
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よりさきほど審査しました警察本部関係部分と

あわせて採決いたします。

本案のうち本委員会関係部分については、原

案のとおり可決すべきものと決することに御異

議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本案のうち本元吉委員長

委員会関係部分については、原案のとおり可決

すべきものと決定いたしました。

次に、第５１号議案平成３０年度における県

立スポーツ施設建設事業に要する経費の市町村

負担について、執行部の説明を求めます。

議案書の山上屋内スポーツ施設建設推進室長

３４５ページをお開きください。

第５１号議案平成３０年度における県立スポ

ーツ施設建設事業に要する経費の市町村負担割

合について御説明します。

これは、県立スポーツ施設建設事業に係る経

費の大分市の負担割合について、地方財政法第

２７条第２項の規定に基づき市へ意見を求め、

承諾する回答をいただいたので今回提案するも

のでございます。

以上で説明は終わりました。元吉委員長

質疑、御意見はありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

別に御質疑等もないので、これよ元吉委員長

り採決いたします。

本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本案は、原案元吉委員長

のとおり可決すべきものと決定いたしました。

これで付託案件の審査を終わります。

次に、執行部より報告をしたい旨の申出があ

りましたので、これを許します。

まず、次第の①と②の報告をまとめてお願い

します。

大分県と香川県の新共同運姫野高校教育課長

航実習船の船名等について御説明いたします。

資料の１ページをお開きください。

大分県立海洋科学高等学校と香川県立多度津

高等学校の実習船共同運航について、平成３１

年４月の運航開始を目指し、現在、新実習船の

建造を進めているところです。ついては、同船

の船名等が決定しましたので御報告します。

船名の翔洋丸は、本県の海洋科学高校３年生

の考案によるもので、両県の水産系高校生が新

実習船という翼を得て、広い海へ輝かしい未来

へと羽ばたく姿を表現しています。

そのほか、煙突カバーや船の横面に描かれる

ファンネルマークやラインのワンポイントデザ

インは、香川県の高校生の作品が選ばれました。

ファンネルマークは大分県の大と香川県のＫ

を組み合わせたもの、ワンポイントデザインは

青い波をシンプルな三本線で表したものとなっ

ています。

資料の２ページはこれらを示した外観図とな

っております。

これらの作品はホームページ等を介した公募

により募集され、大学教授等の学識経験者を含

む選定委員会を経て両県の知事に決裁をいただ

きました。

続きまして、３ページを御覧ください。

大分県立高等学校推薦入学者選抜の見直しに

ついてでございます。

１概要ですが、高校の授業や教育活動に主体

的に取り組む生徒を増やすため、大分県立高等

学校入学者選抜の推薦入試Ｂにおける募集人員

を、普通科、専門学科ともに現行から増やし、

２０％以内とするものです。

２現行は、普通科は１０％以内、専門学科は

１５％以内で、学校ごとに定めるものとしてお

り、平成１１年度入試から現行の割合で実施し

ております。

３見直しの背景としては、まず、高大接続改

革においても、従来の筆記試験のほか、面接、

集団討論など、生徒の能力・適性を多面的・総

合的に評価する選抜方法への検討が進められて

いること、また、推薦枠を広げてほしいという

校長からの要望が多い点をあげております。

４変更案ですが、平成３１年度入学者選抜、

つまり今度の選抜から見直しを図っていきたい

というものです。推薦Ｂの募集人員について、

枠内にありますように、普通科・専門学科入学
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定員の２０％以内で、学校ごとに定めるとする

ものです。

下に、変更後の募集人員について例をあげて

おりますが、例えば、Ａ校、普通科で入学定員

が４０人の場合、変更前の４人から変更後は８

人となります。また、Ｂ校、専門学科で入学定

員が１６０人の場合、変更前の２４人から変更

後は３２人ということになります。

以上で説明は終わりました。元吉委員長

質疑、御意見はありませんか。

県立高校推薦入学者選抜の見直しに馬場委員

ついてです。今の推薦入試のＢの実施内容はど

のようになっているのかなというところで、そ

れを２０％にするということで、変える一番大

きな理由は何なのかをもう一度よろしいでしょ

うか。

現在の入学者選抜の実施内姫野高校教育課長

容につきましては、中学校３年間の学習成果を

記録している調査書、それから選抜といたしま

しては、さらに小論文、面接と、それを合わせ

て総合的に評価するものでございます。

そういったところで、中学校における活動の

いろんな部分で、筆記試験、学科試験二つ合わ

せて、その子の能力、適性を多面的、総合的に

評価することで主体的な学びを高等学校の方で

も増やしていきたいということが改正の趣旨で

ございます。

そうすると、来年のそれぞれ普通科、馬場委員

専門科は大体２０％になるということですか。

まだ来年のことは分からないでしょうけども。

それは、それぞれ学校の特姫野高校教育課長

色、それから、どういった子どもを育てていき

たいのかという３年の計画、そういったところ

で定めていくものということで、一律２０％に

はならないと考えております。

今でも一律ではないと思うんですけ馬場委員

ども、それぞれ学校で違いますか。

例えば今、普通科は１０％姫野高校教育課長

以内ということでございますが、大分上野丘、

大分豊府高校は６％だったり、――は１０％だ

ったりということで、各学校によってそれぞれ

数値は違っております。

これを導入することによる課題はな馬場委員

いですか。スムーズにこのまま何も問題なく入

れそうですか。

実施においては、この方向姫野高校教育課長

でより主体的な子どもたちを増やしていきたい

ということでございます。

課題というのは、今後、中学校と連携をさら

に深めて、そして、中学校でも今、主体的、対

話的で深い学びを進めておりますが、そういっ

た学びの中でいろんな活動をする子どもを増や

していって、それを高校につなげていき、その

子が高校でリーダーシップを取って、そういっ

た学びを広げていくというところが今後の課題

と考えております。

背景で、大変失礼な言い方か小嶋委員外議員

もしれませんけど、ここに書かれている上の３

行は、どうも先生方に申し上げるのは恐縮です

けど、私の知識が低いのかもしれませんが、主

語がないような気がするんです。

それは置いておいても、高大接続改革におい

て従来は筆記試験をやっていますけど、２０％

にするには、面接はしているし、小論文も書い

ているのかもしれませんが、集団討論とかプレ

ゼンテーションなどの能力を、多面的、総合的

に評価する選抜方法に見直すと、ちょっと意味

がよく分からないんですけど。選抜試験は集団

討論やプレゼンテーションなどをやるんでしょ

うか。

それからもう一つ、３の背景の二つ目に書い

ている推薦枠を広げてほしいという校長は、高

校ですか、中学校ですか。

１点目ですが、さきほども姫野高校教育課長

ありました選抜の方法につきましては、今と同

様に考えております。中学校３年間の調査書、

それから小論文、面接ということで、今後、集

団討論、プレゼンテーションなどについては研

究というか、まだそこの導入は現在のところ考

えておりません。

２点目でございますが、校長の要望というの

は高等学校の校長でございます。

１点目の背景がちょっと分か小嶋委員外議員

らない。私はめちゃくちゃ反対しているとかい
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うことではないんですけど、背景という意味で

は、ここに書かれていることは意味があるのか

なと思うんですが、背景になりますかね。書か

れている内容からすると背景にはならないんじ

ゃないかと思うんですけど。

ちょっと言葉足らずで申し訳ない工藤教育長

んですけれども、今、高大接続改革で多様な能

力を強化して大学に入れていこうという整理に

なっています。単に筆記試験で知識とか、そう

いう面だけがあるということではなくて、いろ

んな能力を持った子をできるだけ入れていこう

と。その同じ流れが高校の中にも入ってきてい

ると。

中学校から高校に上がるときにも、学力だけ

ではなくて、いろんな能力を持っている子が欲

しいということが一つの大きな判断ですし、ま

た、３２年からいろいろ大学入試が変わってき

ますけれども、こういったところに視点がかな

り移ってくるのではないかなと見ています。そ

れが一つ大きな背景ということです。

それと、いろいろ見ますと、全国では大体平

均で３０％ぐらいいっているんです。一気に上

げてというと逆に混乱しても悪いので、我々と

しては、一段上げたところで多様な能力を中学

校から持ってきたいということが大きな背景で

あります。

教育長からも説明いただいた小嶋委員外議員

のでこれ以上は申し上げませんけども、何か２

０％にすることによって、面接、集団討論、プ

レゼンテーションなどの能力が高まるというふ

うには直接考えにくいんですけど。その辺は私

が事情を詳しく知らないからかもしれないので

それはそれで今日は伺っておきます。

関連して。推薦ですので、ス平岩委員外議員

ポーツ推薦もこの中に含まれると捉えていいん

ですか。（「はい」と言う者あり）

これも要望になるかもしれませんけど、私立

も県立も受けて推薦で入る子どもたちがいます

よね。割と早く決まりますよね。

高校の入学式は、私立が４月１日、ほかのと

ころが８、９、１０日ぐらいでいくんですけど、

その間に高校側から、県立もあるんですけど、

部活動に来ないかという声がよくかかるんだそ

うですね。それは早くにその子を鍛えたいとい

う思いがあるんだと思うんですけど、中学校側

にしてみると、中学校は卒業させました、高校

にはまだ入っていませんと。そのときにもしも

事故があったら誰がどう責任を取るんだという

のは校長たち、結構この部分で非常に悩ましい

ところがありますので、これは実態を調べて。

子どもは部活の顧問なんかから声がかかった

ら断れないですよね。ちょっと私心配をしてい

ますので、そこをまた調査してください。

ほかに御質疑等もないので、次第元吉委員長

の③の報告をお願いします。

資料の４ページを御覧くだ井上体育保健課長

さい。

平成２９年度全国体力・運動能力、運動習慣

等調査結果及び平成２９年度大分県児童生徒の

体力・運動能力等調査結果ついて御説明します。

まず、体力調査について全国の調査結果から

御説明します。

上段の資料１を御覧ください。

この調査は、全国の小学校５年生、中学校２

年生を対象に平成２０年度から実施しておりま

す。

体力合計点の全国順位の推移ですが、一番右

に太線で囲んでありますように、平成２９年度

は小学校５年の男子が全国５位と順位を上げ、

過去最高となりました。その他は、小学校５年

生の女子が全国７位、中学校２年男子が全国８

位、中学校２年女子が全国１５位と、昨年と同

様の結果でした。

次に、下段の資料２を御覧ください。

県の調査結果について御説明します。

この調査は、小学校１年から高校３年まで全

員を対象としております。

これは、昨年度と今年度の本県の児童生徒の

体力・運動能力の平均を比較したもので、網か

けの部分が昨年度を上回った項目です。１９２

項目中１３６項目で向上しています。

中でも、高等学校は１５歳、１６歳男子が全

ての項目において昨年度を上回っています。

体力と運動の実施時間には相関関係がありま
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すが、本県が取り組んでいる「一校一実践」等

により、運動の実施時間が増えたことが体力の

向上につながっていると捉えています。

引き続き、本県の児童生徒の体格について御

報告いたします。

資料の５ページを御覧ください。

このグラフは、本県の５歳から１７歳までの

肥満傾向児出現率について、全国平均値と比較

したものです。

本年度は、７歳児と１０歳児を除いて全国平

均を上回っております。

肥満の予防に向けて、本年度から食習慣や生

活習慣の改善、運動習慣の定着を図るスクール

ヘルスアップ事業に取り組んでいます。

事業推進校での簡単朝ごはん料理教室などの

取組により朝食をきちんと食べる児童生徒が増

加した、生徒会主催の定期的なスポレク大会な

どの取組により体を動かすことが好きな児童生

徒が増加したなど、食習慣や運動習慣に対する

意識の変化が見られ、好事例の創出につながり

ました。今後は、この好事例を全県的に周知し、

取組を推奨してまいります。

以上で説明は終わりました。元吉委員長

質疑、御意見はありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

別に御質疑等もないので、これで元吉委員長

諸般の報告を終わります。

以上で予定の案件は終わりましたが、この際、

何かありませんか。

資料を配らせていただいて、姫野高校教育課長

報告を一点だけさせていただきます。

公立全日制高等学校における中途退学者の状

況等について御説明いたします。

１の①のように、公立全日制高等学校におけ

る中途退学者数はここ数年減少傾向にあります。

主な退学理由には、学業不振の他、学校生活

への不適応や家庭事情によるものがあります。

②のように、県が進める「あったかハート１

・２・３」等の不登校傾向の早期発見・未然防

止の取組や不登校対策委員会等を活用した不登

校生徒の情報の共有化、スクールカウンセラー

やスクールソーシャルワーカー等の外部機関と

連携した組織的な支援が功を奏していると考え

られます。

また、③のように、中途退学する生徒の中に

は別の高校への入学を希望する生徒もおり、昨

年度は１４５名の退学者のうち２９名が希望し

ていました。その生徒たちの主な希望校が県立

爽風館高等学校です。

爽風館高校に入学する場合、高校１年次での

中途退学者は、高校の単位を修得していないた

め再度高校入試を受験して新入学となりますが、

２・３年次の中途退学者については、１年次若

しくは２年次の単位を習得しているため転編入

学試験を受験することになります。

２の爽風館高校の状況の表のように、定時制

・通信制とも、新入生の半数程度が中学校での

欠席が９０日以上であり、ただし爽風館高校の

卒業割合は、それぞれ４９％、４５％となって

おります。

転編入した生徒については、約７割の生徒が

卒業を迎えることができています。

３の今後の課題として、スクールカウンセラ

ー、スクールソーシャルワーカー、外部機関と

の連携を一層推進したチーム学校による組織的

な支援及び高校選択のミスマッチを防ぐための

中学校の生徒・保護者への積極的な情報提供や

中高のさらなる連携の強化があげられます。

以上、説明いただきましたが、何元吉委員長

か質疑等はありますか。

〔「なし」と言う者あり〕

それでは何かほかにありますか。元吉委員長

私もいよいよこの委員会を去らなき阿部委員

ゃならないので、疑問というか、ちょっとひっ

かかっている部分があるので教えていただきた

いと思います。

私は大分市ですから、大分市だけを軸にして

見れば、例えば義務教育の世界で、子どもたち

は大分県民全て等しく同等だと思うんですけど

も、学校によって、例えば最近そこにできた碩

田学園ですね、視察に行って見てすごくすばら

しいというか、例えば教室の中に畳があって子

どもたちが座って少し落ち着いた雰囲気もでき

るとか、こういうことを取り組みながらこうい
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う情緒的な部分もやっていますとか、校長から

そういう説明もいただだいたんですよね。それ

はそれでいいんですが、すぐ隣に津留小学校だ

とか舞鶴小学校があるんですよ。そうすると、

あれだけいい施設、いろんな意味で教材等々も

そろっていると思うんですよね。そうすると隣

の子どもたち、父兄から見れば、碩田学園の方

に子どもは入れた方がいいじゃないかと。例え

ば、その校区の中にじいさん、ばあさんがおれ

ば、わざわざそこに移して入れている子どもも

あるというふうにも聞いているんですよね。こ

ういう事柄が果たしてあっていいのかなと。こ

れは大分市教育委員会が予算を投入してやった

からこれだけできたんですよと、それはそれで

いいかもしれませんが、もう少し県教育委員会

として大分県全体を見通して。余りにも環境に

格差があったとき果たしてそれでいいのかなと、

私はそれをずっと疑問に思ってきたんですよね。

高校にしてもそうじゃないかなと。今回定員

割れだとかいうことでずっと報道されますが、

例えば高校で定員割れをした学校、大分市以外

の人口がどんどん減っているところの高校なん

かは、例えば校長だとか教頭に行く人、そこに

転勤する人は、この定員割れを何とか防がなき

ゃとかそういう意識で赴任していくんじゃない

かなと。教育委員会の上の立場になった人は上

野丘の校長だとか舞鶴の校長だとかね。私はむ

しろ、そういうような立派な人なら定員割れし

た学校に行って、これからどんどんそれを何と

か改革していくんだという意欲を持って行って

いただくような、逆にそういう人こそ、そちら

の方に行っていただくべきじゃないかなとずっ

と思ってきたんですよね。

そういう思いで１年間ずっとやらせていただ

いたんです。碩田学園と他の学校を見比べたと

きに、果たしてこの格差はこれでいいのかなと、

市町村だからそのままいくら投入してもいいと

いうんじゃなくて、ある程度のバランスという

のは教育委員会が指導すべきじゃないかなと。

それと大分、別府以外と言ってもいいんじゃ

ないかな、そこにある学校のそういう体制をこ

れからどう持っていけばしっかりしたものがで

きるのか、そこのところをちょっとお聞かせ願

いたい。言える範囲で結構です。

まず、義務教育段階能見教育改革・企画課長

につきましては、やはり設置者は御案内のとお

りですけれども、市町村教育委員会ということ

で、県としてできることについてはやはり限界

があるのは事実かと思います。

その上で、教育内容面では、教育事務所がし

っかりと県教委、それから市町村教委、学校現

場をつないでおりますので、そこの機能をいか

に高めていくかというのが非常に重要かと思っ

ております。それは大分市、別府市――もそう

ではありますけれども、例えば、姫島村につき

ましては、村教委に指導主事がおりませんので、

そこをケアすべく別府教育事務所が回数を重ね

て学校訪問に行っております。

そういったことで、御指摘のとおり、市町村

によって教育環境格差はあるのが実態だと思い

ますので、そこを補うための市町村連携と言い

ますか、県としての役割は、特に指導面で補っ

ていく必要があろうかなと思っております。

また、要素としては施設面、それから人事面、

様々ございますので、それぞれの分野において、

そういった格差を助長しないような意識という

のが必要かと思っております。

高等学校におきましても、姫野高校教育課長

今御承知のとおり、大分市内、それから地域、

それぞれの学校がきちんと各管理職が生徒のた

めに、きちっと出すように引き続きやっていき

たいと考えておるところでございます。

教育人事課と私と年３回校長の目標管理面談

をして、それらの学校全てに目標達成、全て学

校が組織的に一体となって子どもたちのために

当たるようにということの面談、そして私も年

２回学校を回って学校の状況を見ながら、それ

は地域、大分市内に限らず全ての学校で進めて

まいりたいと考えます。

私の思いを述べさせていただいただ阿部委員

けだと御理解いただいても結構なんですが、例

えば、こういうことに対してこれ以上は突っ込

めないよ、これが限度だよということを考えて

しまうとそこで終わりになってしまうので、や
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はりそういうことであってもどうしたらいいか

ということは常に考えていただきたいと思って

おりますし、これは高校でも同じだと思います。

私は大分市が活動拠点ですから、そこのとこ

ろが余りにも目に付き過ぎるという感じもいた

しておりますので、皆さんにどう思っています

かなんてそんなことは聞きませんけれど、そこ

のところを私の思いの一端も述べさせていただ

いたと御理解いただければ結構です。よろしく

お願いします。

最後に一つ。一般質問で色覚の問元吉委員長

題を質問させていただきまして、委員会の委員

長でありながらどうかなとは思ったんですけど、

ぜひこれは体育保健課、あるいは義務教育課に

関わるかなと思うんですけど、大分県下余りに

もひどいというか、ほとんどの子どもたち、あ

るいは保護者に対しての啓発ができていないな

と思っております。

ちょっと時間が足らなかったので余り深く質

問できませんでしたけど、大きな課題として今

後取り上げていきたいと思っておりますので、

ぜひ体育保健課、義務教育課でも何らかのモー

ションを起こしていただきたいなと思っており

ます。

考えますと、当事者が声を出さないと表に出

てこないというぐらい日頃の生活に何ら関係が

ないと、支障がないというのが実態でございま

すけれども、本当にこの問題はぜひきちんと捉

まえていただいて、そういった子どもたちが、

あるいは保護者が早くそれを理解して、また子

どもたちの将来に向けていくという方向をぜひ

創り出していただきたいと切にお願い申し上げ

ます。よろしくお願いいたします。

それでは、ほかにないようですので、これを

もちまして教育委員会関係の審査を終わります

が、ここで一言私からお礼を申し上げます。

〔元吉委員長挨拶〕

〔工藤教育長挨拶〕

ありがとうございました。元吉委員長

それでは最後に、この春で御退職される皆さ

んから一言お願いしたいと思います。

〔岩武教育次長挨拶〕

〔木津教育次長挨拶〕

〔能見教育改革・企画課長挨拶〕

それでは、これをもちまして教育元吉委員長

委員会関係の審査を終わります。

執行部はお疲れさまでした。

〔教育委員会、委員外議員退室〕

このメンバーでの委員会はこれで元吉委員長

最後になりますが、この際ほかに何かありませ

んか。

〔「なし」と言う者あり〕

別にないようですので一言御挨拶元吉委員長

申し上げます。

委員会の審査にあたりましては、吉冨副委員

長をはじめ、みなさんの御協力をいただき、ま

た、熱心に審査いただきましてありがとうござ

いました。おかげさまで円滑に委員会を運営す

ることができました。御協力、感謝申し上げま

す。この一年間、本当にありがとうございまし

た。

これをもちまして文教警察委員会を終わりま

す。


